
  
            同居・交流の参考（国内実例より） 

Ｑ１ 共同生活のルールはありますか？ 

Ａ１ 決まったルールはありません。生活リズムが異なることを前提

に話し合いでルールを決めます。 

（例）・政治と宗教の話はしない 

・スケジュールはメモで共有 

・平日の朝食を一緒に食べる 

 

Ｑ２ トラブルは起きませんか？ 

起きた場合、どのように解決していますか？ 

Ａ２ トラブルは、マッチング事業者が行うアフターケアにより未然

に防げる場合もあります。また、トラブルのほとんどは二人で

解決しています。 

加えて、両者の家族の理解を得ておくことも重要です。 

 

Ｑ３ この住まい方の感想は？ 

Ａ３ 一人暮らしより自由度は減るが、得るもののほうが多い。夜９

時くらいまで一緒にＴＶを見ることもあれば、一緒に出かける

こともある。また、同居が終わったあとも交流は続いていま

す。 

次世代下宿「京都ソリデール」事業 
高齢者宅の空き室に低廉な負担で若者が同居・交流する次世代下宿 

  京都府 
 

費用や同居のルール(高齢者宅の状況や事業者等により異なります。) 

①若者から高齢者へ支払う居住費負担 ②同居時のルール 

③事業者に支払うマッチングやアフターケア等に係る費用 

気軽にお問い合わせください 
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(株)応用芸術研究所(京都市) ℡050-1276-1376 

NPO 法人くらしコープ(京都市) ℡075-205-5512 

NPO 法人フリーダム(京都市) ℡075-241-0110 
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●以前は京都でも多く見られた「下宿」のよう

に、朝夕のあいさつや、リビングでともに時

間を過ごしたり、共通の趣味を楽しんだり、

地蔵盆など地域のイベントに一緒に参加し

たり、大学生と高齢者や地域との交流を大

切にした住まい方です。 

次世代下宿「京都ソリデール」事業とは 
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夫婦の家事のついでが学生の手助けとなり、学生の活動
との相乗効果も期待される事例（M さん夫婦と O 君） 
 

同居・交流する住まい方はさまざまです それぞれが無理のない形で同居・交流をしておられます。 

。 

 「夕食は夫婦の分のついでにＯ君の分も作る（時間が合え

ば一緒に食べる）。洗濯も夫婦の分のついでにＯ君の分もす

る。何か特別なことをするのではなく、普段の家事のついで

が学生の手助けになってうれしい」とお話いただいたＭさん

は、ご自宅を歌声喫茶や健康麻雀教室に提供するなど高齢者

のふれあい活動を実践。Ｏ君には「高いところの調理器具を

取ってもらったり」「高齢者のふれあい活動に関わってもら

ったり」ありがたいとのこと。さらに「Ｏ君のような学生を、

もう一人受け入れたい」との希望も。 

 同居するＯ君は左京区松ヶ崎の大学に通う奈良県出

身者で、学生団体に所属し京都北部の地域の活性化の中

心メンバーとし活動。以前は奈良の実家から通学し、往

復３時間を費やしていたが「ゆっくり朝ご飯が食べられ

る」ようになり、「最初の頃は、家事の手伝いも受け身

だったがだんだん雰囲気がわかってきて、気付いたこと

を進んで動けるようになった」とのことです。 

お互いにほどよいと感じる距離感で交流し、地域活動に
一緒に参加する事例（O さんと H 君） 
 

 生活のリズムが異なるので、朝夕のあいさつはなく、食事は

それぞれ別が基本スタイルとしています。Ｏさんは、町内会長

用務やコミュニティカフェ運営などに、朝方出かけて夕方帰

宅することが多い方。「以前、自宅で倒れたときに同居してい

た大学生が救急車を呼んでくれて助かった」、「一人暮らしよ

り安心感がある」、「ちょっとしたお願いができる」などを経

験して、新たに大学生を受け入れたリピーターです。 

高齢者が自宅（借家を除く）の空き室を大学生等へ低廉な居住費負
担（家賃等）提供し、同居・交流する住まい方です。 
 

同居するＨ君は近くの大学院に通う京都出身者で、朝

はゆっくり家を出て夜まで研究しているので、晩御飯は

学食で食べて帰宅することが多い。「家賃が安い」「時々 

もらう料理（カフェの残り）」などはありがたいとのこ

と。Ｏさんの誕生日やご子息の帰省の際には「一緒に夕

食をいただく」こともあったり、月１回の古紙回収や餅

つき大会などの「地域との交流も良い経験」となるとの

ことです。 

●「下宿」との違いは、双方の合意までに交流

会や訪問などを実施すること（お試し同居

をすることも）、同居のルールを決めること

（変更も可）、高齢者が収益を目的としてい

ないこと、食事の提供は無くても良い（提供

も可）などです。 

手 続 き 等 の 流 れ（例） 

東京都 
の事例 

京都府 
の事例 

以前同居・交流の S 君（左） 

同居・交流中の H 君(左)、O さん(右) 

同居・交流中の O 君(左)、M さん(右) 

一緒に鍋を囲む O 君と M さん夫妻 

お茶会・交流会のようす 


